





A Study on Yuki-no-Tenrankai (event of snow) of 1924 in Takada (Joetsu city)
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８．お わ り に
　大正13年（1924）に第2回全日本スキー選手権大会に合わせて高田で開催された「雪の展覧会」は、
雪のイベントの最初期のものと考えられ、雪に関する様々な展示物が市内外から集められ紹介された。
その内容は植生、動物、科学、生活、芸術、体育など多岐に亘り注目に値する。尚、展示内容について
は用途不明な物もあり、今後とも検討が必要である。また実施主体は高田商工会内に設置された全日本
スキー選手権大会協賛会であり、市役所で開催されるなど官民一体の協力関係が認められる。開催決定
から開催日まで約１か月半であり、準備期間の短さは驚異的である。ただ展示数を確保する意味から、
本来、雪と直接関係のないものまで一部展示されたのは残念であった。
　近年、各地で実施される雪のイベントは、広く市民を対象としたものが多いが、初めから特定のテー
マに沿って深く掘り下げ、内容の広がりに欠ける嫌いがある。歴史的にも文化的にも様々な角度から雪
国を見つめ直し、雪国本来の姿を広く市民に啓蒙する姿勢が、今後、多くの人々の共感を得ることに繋
がるのではないだろうか。
33上越市高田で大正13年（1924）に開催された「雪の展覧会」について
新潟青陵大学短期大学部研究報告　第50号（2020）
注
１）
高田市史編集委員会編：高田市史　第二巻、高田市役所、1958　p.279
２）
注１）前掲p.683によれば、直近の大正14年（1925）の高田市の人口は30,897人であり、人口を遥かに超える人々が見
学に訪れたことになる。
３）
現在の本町３丁目に位置し、上越市発足後、昭和51年（1976）に新庁舎移転にともない取り壊された。
４）
民具については、①日本民具学会編『日本民具辞典』（ぎょうせい、1997）、②十日町市博物館編『雪国十日町の暮ら
しと民具　重要有形民俗文化財　十日町の積雪期用具　図録』（十日町市博物館、1992）、③『雪国の民具　－旧積雪
科学館収蔵民具目録－』（長岡市立科学博物館、1971）、④「十日町の積雪期用具」一覧表（新潟県十日町市、1990）、
⑤大橋勝男・岡和男『新潟県雪ことば辞典』（おうふう　2007）、⑥福田アジオ他5名編:日本民俗大辞典 上・下、吉川
弘文館、1999－2000他を頼りに、その把握に努めた。また登山道具については、⑦堀田弘司『山への挑戦　－登山用
具は語る－』（岩波新書、1990）などが参考となり、スキー用具については、日本スキー発祥記念館（新潟県上越市）
の展示が参考となった。
５）
高田市史編集委員会編：高田市史　第一巻、高田市役所、1958　p. 819
６）
村山和夫監修：くびき野文化辞典、社会評論社、2010、p. 236
７）
上越市史編さん委員会編：上越市史　通史編５　近代、上越市、2004、pp. 321-323
８）
中浦皓至著、池墻忠和編：レルヒの指導から100年　日本スキー・ほんとうの源流、レルヒの会、2010、p. 18
９）
長岡忠一：日本スキー事始め、ベースボール・マガジン社、1989、p. 81
